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はじめに 

ここでは、私が峰の原高原に関わらせていただいた経緯とその中で感じたこと、そして峰

の原高原観光協会地域おこし協力隊として活動している現在について述べたい。私は、大学

一年生の後学期から現在までの約三年半、長野大学生として、峰の原高原に関わらせていた

だいている。 

 

１．峰の原高原との出会いや活動の経緯 

私は、広島県広島市出身で、長野大学入学を期に、初めて長野県に来た。そのため、大学

のある上田市、そして須坂市や峰の原高原のことは、全く知らなかった。 

峰の原高原を知ったのは、大学一年生の５月頃、サークルで「星を見に行こう」と訪れた

ことがきっかけであった。また、後学期の課題探求ゼミナールで峰の原高原について学び、

空きペンション（ねこのひたい）合宿や空きペンションの活用方法の考察を受講生と行った。

標高が高く卓越した自然環境に囲まれた素敵なペンション村で構成されていること、その

一方で高齢化・空きペンションの問題を抱えていることなどを知り、峰の原高原について興

味が沸いた。また、この時が地域を実際に訪れて、見て、お話を伺う、ということが初めて

であり、この経験を通して、多面的・多角的に「地域を学ぶ」ことの難しさや楽しさを実感

した。そして、もっとこの地域について学びたいと考え、二年生では、熊谷ゼミのチーム峰

の原高原に入ることを決めた。二年生以降は、峰の原高原で学生企画をさせていただいたり、

峰の原高原で行われているイベントへの参加やお手伝いをさせていただいたりしている。 

 

2．峰の原高原の魅力と課題 

参加させていただいたイベントの中で最も印象に残っているのが、二年生の夏に参加さ

せていただいた「大人の林間学校 星空観察会」である。イベントの最後のキャンプファイ

ヤーを行う時間で、薪に火がつかない、ついても消えてしまう、という場面があった。その

時に、参加されていたオーナーさんやそのご家族の方が自分のペンションから薪を持って

きたり、火がつきやすいようにと肩を寄せ合ったりしていた。私にとってはとても驚きの光

景で、同じ峰の原高原にあるペンション同士とはいっても、商売敵であるため共同作業等し

にくいと考えていたからである。しかし、“お客さんにいい思い出を”というおもてなしの

心を共通に持つ光景が見られ、とてもあたたかい雰囲気を感じた。また、見ず知らずの私に

声をかけ、峰の原高原のペンションの歴史や様子をお話してくださり、とても居心地の良さ

を感じた。 

峰の原高原はいつ訪れても私のようなよそ者に対して優しく、温かく受け入れてくれる



姿勢がある。また、環境と共生したライフスタイルを続けるとともに、その環境を活かし、

磨きをかけることを地域の命題とし、それ故に地域共同体としての結束が強いコミュニテ

ィだと感じる。 

一方、テニスブームやスキーブームの終焉やオーナー家族の高齢化、後継者不足によりペ

ンション数の減少と空きペンションの増加、それによる景観問題や地域共同体の維持を担

う人材不足等の課題が顕著になってきている。行政が主導して開発し、素敵な住民で構成さ

れた集落が、いつまでも元気であってほしいという思いが強くなってきた。 

 

3．峰の原高原でのこれまでの活動 

ゼミナールの活動では、上記のような課題の一助になればと、まずは峰の原高原の認知度

向上を目的に企画とその実行に取り組んできた。現在の峰の原高原のお客様は、ブーム時の

お客様とそのご家族、そしてスキーや運動系合宿のお客様が主であり、これまで顧客の高齢

化や一過性のお客さんの増大がペンション村の持続性にとって問題となっている。峰の原

高原の自然環境やオーナー家族と親戚のように紡ぎ、長くファンになってくれそうな新規

の客層を開拓していくことが、ペンション村の持続にとって必要と感じ、まずは大学生に峰

の原高原やペンションの魅力を知ってもらうことに力をいれている。 

約二年半の間、「熊フェス」、「＃ペンションごはん会」、「＃Mr.ヌーキー大作戦」など、学

生をターゲットにした企画をいくつか実行させていただいている。その中でも、継続して行

わせていただいている、＃ペンションごはん会をここでは紹介したい。 

＃ペンションごはん会は、ペンションオーナーさんの魅力的な個性やライフスタイルに

ふれてほしい、そして非日常的な環境の中で、滅多に食べることができない「食」を通して、

峰の原高原やペンションの魅力を感じてほしい、という思いから生まれた企画である。概要

は、ペンションに気軽に訪れて、知ってもらう機会としてごはん会を行い、その様子やペン

ションの様子を撮影し、「＃ペンションごはん会」をつけて SNS で投稿してもらう。また、

ごはん会の最後にペンションの見学や、オーナーさんとのお話の時間を設け、オーナーさん

との交流をする、という企画である。 

現在三回行い、第一回目は富田ペンションさん、第二回目はペンションマジョリカさん、

第三回目はペンションぷれじ～るさんで行わせていただいた。参加大学生からは、ペンショ

ンの居心地がよかった、オーナーさんや他の参加者とお話ができた、などの意見の他に、ペ

ンションの見学をしたことで泊まってみたい、友達も誘ってまた来たい、という意見があり、

顧客満足度として重要な紹介意欲を引き出すことができたと感じている。 

一方、企画をする中で参加大学生から、「足（車）がないといけない」、「自分で行きたい

けど、どうやって、どこに行けばいいのか分からない」、「立ち寄ることができる場所がない」

などという声を耳にする。私自身、予約やアポなしでふらっと寄ることができる休憩拠点や

交流拠点があれば、と感じることがよくある。 

 



4．地域おこし協力隊を志望した理由と、現在の活動 

私は、峰の原高原に住む「人」が好きだから、現在も、そしてこれからも、峰の原高原と

関わっていたいと考えている。「行きたい場所」は、人それぞれ異なると思うが、やはり、

「人」の力は大きい。地域おこし協力隊としての活動は、人とのつながりを大切に、そして

自分自身が関係人口を増やすことができる場所を作ることができたら良いのではないかと

考え志望した。関係人口増加の拠点のイメージとしては、「地域の人や宿泊者、大学生など

がふらっと訪れ、交流することができる場所」として、空きペンションのリノベーションを

考えていた。これは、廃屋が放置される景観を改善するなど、エリアリノベーションの拠点

として、また空きペンション再生のモデルをねらったものである。このリノベーションは、

私だけではなく、地域の方の協力をいただき、大学生と連携しながら行い、リノベーション

という時間と困難を克服する過程の共有により峰の原高原の良さを地域住民や参加者が再

認識してもらうとともに、新たな交流・多様な連携を創り出すことをねらいとしていた。し

かし、一年目の今年度は行えず終わった。自身の力不足による地域からの信頼を得られなか

ったことが一番の原因であると考える。 

一方で峰の原高原に住民として暮らすこと、働くことは、一般の学生では分からなかった、

知り得なかった様々な峰の原高原のことを見聞きし経験することを可能にしている。また、

自身の周りから少しずつではあるが、峰の原高原に興味を持ち好きだと言ってくれる学生

が増えてきている。知って、実際に来訪して、五感で感じて、再訪してほしい。 

今後のことは分からないが、私にできる最大のことを様々なことを教えてもらった峰の

原高原に少しでも返していけるような活動にしていきたいと考える。おこがましいが、今、

峰の原高原に興味を持ってくれている学生たち、そしてその学生たちに興味を持ってくだ

さっている峰の原高原の方々にとってよりよい峰の原高原になっていくような活動を行い

たい。 

大学に入学し、峰の原高原に出逢えて、峰の原高原の方々と峰の原高原に関わる方々に出

逢えたことに本当に感謝です。 


